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第 19回新株予約権の一部譲渡の承認に関するお知らせ 

 

～中長期的な企業価値向上および事業成長の加速に向けて～ 
 

当社は、本日開催の取締役会において、WowooPte.Ltd.（以下「Wowoo社」という。）が保有する第

19回新株予約権の一部を株式会社日本金融経済リサーチ、竹村滋幸（以下「日本金融経済リサーチ

社」、「竹村氏」という。）に本日付で譲渡することを、今後の中長期的な企業価値向上および事業

成長の加速に向け、経営体制および戦略パートナーシップの強化を目的として承認いたしましたの

で、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 
１．新株予約権の譲渡承認を行った理由 

当社は、2026年２月10日付「第三者割当による新株式及び第19回新株予約権の発行に関するお知ら

せ」のとおり、2026年２月26日を払込期日として第19回新株予約権を発行いたしましたが、保有先で

あるWowoo社より、本日付で第19回新株予約権を日本金融経済リサーチ社に1,000個、竹村氏に1,000個

を譲渡することについて、承認依頼がありました。 

 

今回、譲渡する先に関しては、 

 

①株式会社日本金融経済リサーチ 

代表取締役の森信親氏は2015年に金融庁長官の経歴があり、当社の代表とも懇意があったことか

ら、当社の経営全般へのアドバイザリーを委託している顧問先でもあります。日本金融経済リサーチ

社は、金融・資本市場に関する調査分析、企業価値評価、投資戦略の立案支援等を行う専門機関であ

り、国内外の金融市場に関する高度な知見を有しております。 

当社は、同社及び元金融庁長官である森信親氏の持つ金融市場に関する専門性および投資家を含む

ネットワークを活用することで、当社の資本政策の高度化およびIR戦略、暗号資産事業の強化を図っ

ていくことを考えております。 

 

②竹村滋幸 

竹村氏は、ANAホールディングス株式会社において40年以上にわたり経営の中枢を担い、同社取締役

副社長執行役員としてグループ全体の経営戦略およびアジア戦略を主導された実績を有しておりま

す。同氏は、現在は複数の上場企業における社外取締役等を歴任し、グローバル視点での経営支援お

よび企業価値向上に資する助言を行っております。 

竹村氏は当社の代表とも懇意があったことから、顧問に就いていただいております。竹村氏が有す

るグローバル企業における経営経験、特にアジア戦略・国際提携・官民連携分野における高度な知見

により、当社の中長期的な成長戦略の実行力が一層強化されるものと考えております。 
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今回、当社の新株予約権の譲渡に関して、日本金融経済リサーチ社及び竹村氏と当社の事業に対す

る今後の深耕も勘案して、当社株式などの付与に関して当社内で協議してきました。 

 

そのなかで、Wowoo社と保有する第19回新株予約権に関する状況などもヒアリングしているところ

で、当社代表から日本金融経済リサーチ社および竹村氏との協業について説明し、Wowoo社側からも譲

渡の可能性に関しても言及がありました。日本金融経済リサーチ社および竹村氏にもその旨をお伝え

しましたところ、当社の新株予約権に関しても関心を示されたことから、Wowoo社、日本金融経済リサ

ーチ社および竹村氏が協議の場を持ち、今回譲渡の経緯に至っております。 

 

当社も正式にこれを受けて、日本金融経済リサーチ社および竹村氏の協力関係を更に強固にするも

のであると判断し、また当社の事業にもすでにご協力、共感いただいている先であること、またエク

イティ・ファイナンスによる資金調達に関しても十分に理解をいただいていることも確認しており、

本件譲渡に際しても問題がないと判断し、承認をしております。また、日本金融経済リサーチ社およ

び竹村氏は行使後の株式に関しては長期保有の意向です。 

なお、本日時点でWowoo社は第19回新株予約権を677個行使しており、残個数は166,788個となってお

ります。 

 

また、本件は、単なる新株予約権の譲渡ではなく、当社の成長戦略の実行力を高めるための戦略的

アライアンスの一環として実施するものであると考えており、当社は、本件を通じて、資本市場との

連携強化および外部知見の取り込みを加速させることで、当社の企業価値向上に資する体制を構築し

てまいります。 

 

 

２．新株予約権の譲渡内容 

譲渡する個数に関しては、両社意向なども踏まえて協議の上、決定されています。 

 

①株式会社日本金融経済リサーチ 

（１）譲渡先   株式会社日本金融経済リサーチ 

（２）譲渡承認日 2026年３月27日  

（３）譲渡日   2026年３月27日（予定） 

（４）譲渡個数  1,000個（新株予約権１個につき100株）  

（５）譲渡金額  348,000円（新株予約権１個につき348円）  

 (６) 行使価額  209円    

 

②竹村滋幸 

（１）譲渡先   竹村滋幸 

（２）譲渡承認日 2026年３月27日  

（３）譲渡日   2026年３月27日（予定） 

（４）譲渡個数  1,000個（新株予約権１個につき100株）  

（５）譲渡金額  348,000円（新株予約権１個につき348円）  

 (６) 行使価額  209円   

 

 

３．新株予約権譲渡先の概要 

①株式会社日本金融経済リサーチ 

（１） 名 称 株式会社日本金融経済リサーチ 

（２） 所 在 地 東京都目黒区青葉台三丁目６番２８号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 森 信親 

（４） 事 業 内 容 

・金融、経済、政治、社会及び産業等に関する調査、研究、講

演、執筆及び情報提供        

・企業経営に関する助言、指導及び研究              

・投資に関する助言、指導及び研究 

（５） 資 本 金 5,000,000円 
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（６） 設 立 年 月 日 2018年７月 24日 

（７） 大株主及び持株比率 森 信親 100％ 

（８） 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 
2025年 10月１日、アドバイザリー業務契約を締結

しています。 

関連当事者へ

の 該 当 状 況 

該当事項はありません。 

（９） 

当該会社の最近３年

間の連結経営成績及

び連結財政状態 

相手先の意向により、非開示とさせていただきます。 

 

②竹村滋幸 

（１） 名 称 竹村 滋幸 

（２） 所 在 地 東京都 

（３） 
上場会社と当該個人

の 関 係 

2025年 11月１日、顧問契約を締結しています。 

当社の株式 144,700株（0.49％）を保有しています。 

（2025年８月 31日時点） 

 

当社は譲渡の承認に先立ち、譲渡先の本人確認、反社会的勢力でないことの確認のために独自に専

門の第三者調査機関であるレストルジャパン 21株式会社（住所：東京都千代田区内神田１－７－５ 

代表取締役：野畑 研二郎）に調査を依頼し、譲渡先が反社会的勢力および反市場行為に関わる内容は

確認されなかった旨の報告を受けております。 

また、払込みに要する資金等については、本件にかかる譲渡金額を上回る資金を保有されているこ

とを口頭でも確認しております。 

以上のことから、当社としても譲渡に際していずれも問題ないと判断しております。 

 

 

４．今後の見通し  

当該新株予約権の譲渡が当社の業績に与える影響はありません。 

 

 

(参考) 

第 19回新株予約権の概要 

 

①新株予約権の発行日       2026年２月 26日 

②発行した新株予約権の総数    392,347個（新株予約権１個当たり 100株） 

③発行した新株予約権の目的たる  普通株式 39,234,700株 

 株式の種類及び数         

④発行価額            総額 136,536,756円（新株予約権１個当たり 348円） 

⑤行使価額            １株あたり 209円  

⑥権利行使期間          2026年２月 26日から 2030年２月 25日 

 

 

   以 上 


